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プロジェクト内で目標や計画を作成しても，

その費用を顧客に求めることはできない．

背景

それぞれの組織におけるシステム開発プロジェクトで
は，開発の他にメンバのトレーニングが求められる
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リサーチクエスチョン

SG 1 Establish an Organizational Training Capability
SP 1.1  Establish Strategic Training Needs 
SP 1.2  Determine Which Training Needs Are 

the Responsibility of the Organization 
SP 1.3  Establish an Organizational Training Tactical Plan 
SP 1.4  Establish a Training Capability 

SG 2 Provide Training
SP 2.1  Deliver Training 
SP 2.2  Establish Training Records 
SP 2.3  Assess Training Effectiveness 

CMMI 「何を」するかが書かれている，「どう」するか？

CMMI(V1.3) 組織トレーニング
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社員トレーニングの方法

Training through daily 
operations

Classroom Based
Training

教科書的な知識は，集合研修に
て教育される

ビジネスに特化した知識は，OJTによっ
て教育される

必要とされる知識やスキルを習得するために，プロジェクトの中で
役割と責任を与えることで学ぶ
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師匠の背中をみて盗めという文化は現存

刀鍛冶にマニュアルはない
体験して憶えるしかない

鉋でティッシュペーパの1/3 の薄さ
まで削るスキルは教科書にはない
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ルーブリック評価を用いた組織トレーニング

組織トレーニングが実施されたとしても

• 評価基準が明確になっていない

• 社員は想像もしない尺度で評価されることがある

• 人事評価が混在することもある

• 組織トレーニングの事前に明確な基準と尺度を提示

• トレーニングの提供側と受講側で，教育内容と評価尺度を合意

モチベーション
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ルーブリック評価とは?
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• ルーブリック評価の優位性
⚫ 自己評価を通じた学習者の自律性向上

⚫ ゴールと評価尺度のシェア

⚫ 迅速なフィードバック

• 海外の大学教育で広く活用．科目の成績評価の公平
性，客観性，計画性を増大させ，評価基準の事前提示
やフィードバックを通じて日常的な評価に有効であるこ
とが確認されている．

• パフォーマンスの成功の度合いを示す尺度

• それぞれの尺度に見られるパフォーマンスの特徴

• 記述語で構成される評価基準の記述形式What

Why
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ルーブリックを用いた組織トレーニング

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間

評価尺度の事前合意

集合研修・OJTの実施

評価者によるルーブリック評定

フェーズ1

自己アセスメント

フェーズ2

不合格レベル

合格レベル 不合格レベル

フェーズ3

指導者フィードバック

合否判定

スキルマトリックスの登録
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フェーズ 1
評価基準についての事前合意
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指導者で学習者がルーブリックを事前確認することで，ルーブリックのガイドと
アセスメント基準を明確化
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Phase 2
“ルーブリックを用いた自己評価”
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視
点: 

評
価
対
象
の
細
分
化

目標:   何を期待しているか？
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Phase 2
“組織トレーニングの実施とフィードバック”
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自己アセスメント

研修とOJTの実施

指導者のフィードバック

評価者によるルーブリック評価
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Phase 3 
スキルマトリックスの登録
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Phase 3 
パフォーマンス評価
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まとめと今後の課題
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❏まとめ

本研究は，システム開発プロジェクトの組織トレーニングを公式化する方法
を提案した．OJT はCMMIの ”組織トレーニング”で実施されているが，具体
化されていないのが課題であった

❏提案

本研究では，トレーニングの供給者と受講者がルーブリックを用いて，事前
にトレーニングの内容とゴール，評価尺度，および達成基準を共有して組織
トレーニングを実施する方法を提案した

❏今後の課題

本提案方式は，まだ実際の開発プロジェクトで適用評価は実施ていない．し
たがって，実際の開発現場での有効性評価はしていない．今後大学のアクテ
ィブラーニングを通じて評価する予定をしている
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ご清聴ありがとうございます


